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ごあいさつ

私たちの誰一人として望んだわけではないが、大阪市文化財協会は、この 3月をもって解散す

ることとなった。組織としての変遷はあったが、 1979年以来46年に及ぶ活動期間であり、この

聞に大阪市内の文化財調査の大半を担ってきたものと自負している。

解散にあたり、最終年度にはいくつかの刊行物を作成した。関係者に呼びかけて、論考を寄せ

ていただき、『大阪市文化財論集JI』を刊行し、また、これまでの難波宮の発掘成果を通覧できる『難

波宮発掘70年史』も完成した。そうした出版物とは別に、協会自体の歩みが分かる小冊子を作ろう、

ということで本書が企画された。これまでに、年度の区切りに、「20年のあゆみ」と「30年のあゆ

み」を作ってきたので、その後の2010~24年度分に璽きを置きながら、必要に応じて全期間のデー

タも示すことにした。

それにしても、「20世紀から21世紀にかけて、大阪の文化財調査を精力的に行なった大阪市文

化財協会という組織が存在した」ということが歴史の一つに数えられてしまうのが、つくづく残

念でならない。

最後に、執筆・編集にあたられた方々に感謝申し上げる。

2025（令和7)年3月

（財）大阪市文化財協会設立の趣旨

一般財団法人大阪市文化財協会

理事長

寺崎保広

大阪は、古代に唐の長安を模したといわれている難波宮がつくられ、また中世には石山本願寺を中心に栄え、秀吉

の大坂城築造により城下町として政治外交の中心地となり、徳川時代になると、商人の町として発展し、他に類のな

い繁栄を見せることとなりました。このような、歴史的な背景からも、大阪には数多くの文化辿産が残されているこ

とは容易にうなずけるところであります。

しかし、近時、経済の高度成長に起因した都市開発が急激に進められており、埋蔵文化財の包蔵地を何らかの形で

破壊する結果を招いていることは、誠に菱慇に耐えないところであります。もとよりこうした事情は全国的に見受け

られることであり、各地において辿跡保設のための緊急発掘調査の必要性が生じてきております。大阪市におきまし

ても、これに対応して国民的財産である文化辿蔽を後世に伝えていくため、市民と一体となって文化財の保護にあた

ることが何よりも肝要であると痛感するものであります。

大阪市では、昭和35年に難波宮址顕彰会を組織し、難波宮跡の発掘および史跡公園の整備を行ってきました。昭和

50年には高速道路建設のために辿構調査が必要となり、高速大阪東大阪線難波宮跡調査会を組織し、昭和49年6月に

は地下鉄谷町線延長工事に伴なう市内南部方面の追跡調査のため長原辿跡調査会を糾織して、それぞれ市内埋蔵文化

財の発掘調査、整備を担当し、着々とその成果をあげております。

しかし、何分にも埋蔵文化財の分布状況が広範多様にわたっており、実態調査や発掘調査により出土した辿物の整

理も充分とはいえない状態であります。大阪市としても、大阪の屈史を解明する学術研究を目途に埋蔵文化財の保護

とその調査体制を強化充実しなければならない事態に直面しています。

そこで、大阪市において、埋蔵文化財の発掘調査を主体としてきた従来の上記3団体を統合し、発掘調査、逍物の

整理等の迅速化や事務の簡素化をはかるとともに、新たな広範な文化財保護思想の普及と啓発をあわせ行なうことが

槃要であり、組織財政基盤を確立するため、財団法人大阪市文化財協会を設立します。 （昭和54年6月）



例言

•本贅料は当協会が1999年10月に発行した『20年のあゆみ』およぴ2010年 3 月に発行した『30年のあゆみ』に続いて刊行

するものである。調査事業・博物館受託および指定管理事業・国際交流事業・研究活動については設立以来、46年間のデー

タを記載している。教育普及事業の一部については活動が多岐にわたりかつ膨大であるため、 2010~2023年度までを

中心としておもなものをまとめた。 2009年度以前の事業・活動の詳細については前掲の2ill}を参照されたい。

・資料に掲載した各種記録は1979~2023年度に発行した事業報告書およびこれの添付賢料をもとにしている。

•本賓料の執節はm- 2を調査課保存科学室長藤田浩明、 IVを事業企画課主幹清水和明、 VI-1を事務局次長南秀雄、

VI -2を東淀川事務所長岡村勝行が担当した。これ以外を調査課学芸貝小田木富慈美が執箪するとともに全体の編染

を担当した。
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I. これまでのあゆみ

1979年5月7[l財団法人大阪市文化財協会設立発起人会をll/1

iII: 
1979年5月28日大阪府教ff委員会の認可を受ける

1979年6月1日財団法人大阪市文化財協会設立登記

1979年6月28日第 1回理事会1ill11ii

1979年7月1El事業1開始、事務局（中央区法円坂1-6 -48) • 
iと原分室（平野区長吉艮原東3-I -62)を設

置

1980年4月

1980年10月

1980年12月

1981年7月

1981年11月

1982年II月

1983年4月

1983年10月

1984年2月

森小路遺跡の発掘調査聞始

森小路分窒を設置(~2000年）

難波宮東方官栃の発掘調在

土地区画盤理事業に伴う長1）;i・瓜破辿跡の発掘

調在1}収J始

市営住宅建替に伴う山之内辿跡の発掘調在llfl

始

「大阪の歴史を掘る講浙会」1}!liIt、以後年1回

第1回「中国歴史逍瓶の旅（旧名称：中国史跡め

ぐりの旅）」1iiliIt、以後年1回1}Hi119

加美遺跡で方形周溝硲群の調査を1}}I始(~85年

3月）

平野区画整理記念会館「平野住民大学講座」年7

回1}il11i9（～紺睾中）

1984年7月21日当協会設立5周年記念シンポジウム「難波

• 7月22日京と古代の大阪」1liliili
1984年8月10日当協会設立5周年記念展示「発掘された大

~9月16日阪」1}ililI[

1985年11月 第1回「綿国歴史辿産の旅」、以後2回1iil111:

1985年12月 本部事務局を移転（中央区法円坂I-I -35大

阪市立中央青年センター 6F)、旧本部を難波

宮分室に

1986年3月 大阪市文化財梢報『郊火j創刊、年6回刊行

1989年7月 復原古代船「なみはや」、釜山へ航海実験

1989年7月8日協会設立10周年記念国際シンポジウム

• 7月9日「古代船の時代ー 5世紀の大阪と東アジア
ー」1iflii/9

1989年8月25日協会設立10周年記念展示会「よみがえる

~8月30日古代船と 5世紀の大阪」1}f1111[

1990年4月 長原分室を旧大和川小学校（平野区艮吉長原東

1990年5月

1990年6月

1990年6月

1993年6月

1993年8月

1995年10月

1995年II月

1996年2月

1996年4月

1996年10/1

1997年4月

1998年4月

3-2-5)へ移転、保存科学室が稼働

住友長堀銅吹所跡の発掘調査開始

「長IJ；（文化財講浙会」始まる、年3回1}fli/l{

大阪市埋蔵文化財収蔵展示室を公IIH

難波宮跡沢料展示室を公Jill

大阪市立博物館内常設展示「大阪市の考古学」を

聞設、年3回展示替え

長吉東部地区土地区圃整理事業に伴う発掘調

査1}il始

難波宮フェスティバルに参加(~2001年）

長吉分室（平野区長吉出戸7-12)を設置

難波宮・長））；(・長吉分寃をそれぞれ難波宮・長

原・六反調壺事務所(~2003年5月）に改称

細工谷追跡の発掘調在(~97年9月）

報告書作成窒(9れ央区南船場 1-5 -22 T.U 

南船場ピル4F)を設itt

(~2004年3月）

『大阪市文化財協会研究紀要」創刊、以後年 1

冊刊行

1999年8月 難波宮調査事務所を隣地（中央区法円坂1-6 

-41)に移転

1999年10月24日協会設立20周年記念国際講浙会「東アジア考古

学最新事1fi秦始皇帝から韓、倭までJ
1999年12月 隙国（財）煽南文化財研究院と「交流に関する協

定（姉妹l関係）」を締結
2001年3月 長吉瓜破地区土地区画整理事業に伴う発掘調

査を完了、報告瞥は2003年3月に完了

2001年5月 大阪歴史博物館管理迎営業務を受託

2001年10月 文部科学省科学研究費補助金交付申請の指定

機関として認定

2001年11月 大阪歴史博物館1}}]館

2002年5月 奨学金返還特別免除職にかかる研究機関とし

て文部科学大臣により指定

2002年7月 大阪胚史博物館特染展示「新発見 lなにわの考

古学」（市内逍跡調査の速報展）1サ］11t、以後年1

回1}り11じ

2002年8月 金II祉胚史講座を大阪屁史栂物館にて1井1講、以後

年10数本を1;f111t
2002年9月 『大阪胚史博物館研究紀要j創刊、『大阪市文化

財協会研究紀要jをl司誌へ統合し、以後年 1冊

刊行

2003年4月 財団法人大阪府文化財センターヘ学芸貝を派

逍(~2008年3月）

2003年10月 住友銅吹所跡の発掘調査成果を中心に大阪歴

史博物館特別展「よみがえる銅ー南蛮吹きと住

友銅吹所一」展を1井111i:

2004年10月 大阪胚史博物館特別展「難波宮跡発掘50周年記

念古代都市誕生一飛，！ル時代の仏教と国づくり

ー」展を開佃

2006年1月12日世界考古学会議中間会識大阪大会の開催

~1月15日 にあたり実行委貝会に参画

2006年4月 大阪歴史博物館・大阪市立自然史博物館の指定

管理者として管理運営業務を代行(~2019)

2006年4月 なにわの海の時空館（大阪市立海洋博物館）へ学

芸貝を派逍(~2009年11月）

2006年10月 難波宮跡で発見された万菜仮名文木簡を大阪

歴史博物館で公開

2009年4月 （財）かながわ考古学財団へ学芸員を派逍（～

2010年3月）

2009年12月19日（財）嶺南文化財研究院交流10周年記念シンポ

ジウム「古代嶺南と大阪の出会いー道路・土器・

鉄器ー」を韓国大邸で1lt111t

2010年2月21日当協会設立30周年記念講浙会・展示「都市大阪

の成り立ちを語る一遺跡•発掘・文化財ー」を

l}fl 111{ 
2010年4月1日寄付行為を変更し、名称を「大阪市博物館協会」

へ改称する

大阪歴史博物館、大阪市立自然史博物館、大阪

市立美術館、大阪市立東洋陶賠美術館、大阪城

天守閣を管理代行（指定管理者制度）

「大阪文化財研究所」設訊

2010年 東淀川区東淀川調査事務所と生野区保存科学

室を1itl設
2012年4月1日名称を「公益財団法人 大阪市栂物館協会」へ変

更

2013年4月1日東日本大震災復典支援のため（公財）福島眼文化
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振興財団へ職貝 l名派追II年[!il)

2014年4月1日東日本火裟災復興支援のため（公IIす）福島県文化

振興財団へ職且 1名派逍II年[iil)

2014年10月14日（公)!す）八尾市文化財調在研究会へ職員派追

2015年］月 9El（公JIオ）和歌山市文化スポーツ振興財団へ職員派

追(2名）

2015年4月1日大阪歴史博物館、大阪市立自然史博物館、大阪

市立美術館、大阪市立東洋陶磁災術館を行理代

行（指定行理者制度）

2015年4月1日東日本大震災復典支援のため（公lli)福島県文化

振興財団へ職貝 1名派逍(I年11111

2015年4月1日（公財）かながわ考占学財団へ職［ll名派述（ 3

年間）

2015年 本部を難波宮事務所へ移転、発掘調介事務所を

東淀川事務所へ統合

2015年7月1日（公財）和歌山市文化スポーツ振興財団へ職且 l

名派述

2015年8月1El（公［！4）)k都市埋蔵文化財研究所へ職員 1名派追

2015年12月111 （公財）八尾市文化財調査研究会へlf,O:!'ll名派追

2016年1月1日（公IIす）枚方I[i文化財研究調f社会へ1［，謁員 1名派造

2016年4月111東日本大震災復典支援のため（公I！す）岩手貼文化

振興市業団へ職貝 l名派追

2016年10月1日（公財））；（那,[iJlll蔵文化財研究所へII泌lll名派述

2017年4月l[I東日本）＜震災復興支援のため（公財）岩手貼文化

振崩Fli業Illへ職貝 1名派追

2019年4月1日博物館・足術館の指定狩理者協定期［li)の終了、

竹理述営業務は地方独立行政法人大阪市博物

館i叢構(2019年4}J 1日設立）へ移行

名称を「一般財団法人大阪市文化財協会」へ変

更

2025年3月31日「一般財[,)j法人大阪市文化財協会」解散

II. 組織

1.組織の変遷

1979年7月～ 2001年5月～ 2006年4月～ 2010年4月～

財団法人大阪市文化財協会 財団法人大阪市文化財協会 財団法人大阪市文化財協会 財団法人大阪市博物館協会

にコは文化財調査担当の学芸部門

総務部

調査研究部

学芸部

（大阪歴史博物館）

総務部

文化財研究部

大阪歴史博物館

大阪市立

自然史博物館

2012年4月～ 2015年4月～ 2019年4月～

公益財団法人大阪市博物館協会 公益財団法人大阪市博物館協会 一般財団法人大阪市文化財協会

総務部 事務局 総務部

大阪文化財研究所I 大阪文化財研究所

大阪歴史博物館 I 大阪歴史博物館

大阪市立 ※博物館・美術館管理運営事菜は

総務部

大阪文化財研究所

大阪歴史博物館

大阪市立

自然史博物館

大阪市立美術館

大阪市立

東洋陶磁美術館

大阪城天守閣

自然史博物館 自旦塁色し| 地方独立行政法人大阪市博物館機構へ移行

大阪市立美術館 1 大阪市立美術館

大阪市立 大阪市立

東洋陶磁美術館 東洋陶磁美術館

大阪城天守閣



2. 役員及び評議員

現役員・評議員 2025年 3月現在

役員

理事長 寺崎保広（一般財団法人大阪市文化財協会理事長）

専務理事 大上一 光（一般財団法人大阪市文化財協会専務理事兼事務局長）

理 事 南 秀雄（一般財団法人大阪市文化財協会理事兼事務局次長）

理 事 網 伸也（近畿大学文芸学部文化・歴史学科教授）

理 事 大澤研ー（地方独立行政法人大阪市博物館機構大阪歴史博物館長）

理 事 神野 恵（独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所企画調整部室長）

理 事 福永伸哉（大阪大学大学院人文学研究科教授）

監 事 河田誠夫（河田誠夫税理士事務所税理士）

評議員

岩田 仁（大阪市経済戦略局文化部長）

岸本直文（大阪公立大学大学院文学研究科教授）

坂井秀弥（公益財団法人大阪府文化財センター理事長）

西尾方宏（西尾公認会計士事務所長）

松田淳至（大阪市教育委員会事務局総務部長）

宮路淳子（奈良女子大学研究院人文科学系人文社会学領域教授）

歴代理事長

佐治敬三

脇田 修

山本重雄

拐川義郎

栄原永遠男

3. 現職員及び旧職員（旧職員は退職時の姓名／大阪歴史博物館・大阪市立自然史博物館等勤務の
市派造職員等は除く）

現職員一覧(2025年3月現在）

［職名］ ［氏名］

理事長 寺崎保広 調査課長 大庭重信

専務理事兼事務局長 大上一光 東淀川事務所長 岡村勝行

事務局次長 南秀雄 調査課研究副主幹 別所秀高

総務課長 弓削）］月也 調査課 梢山 洋

総務課総務係長 ヘア由佳 調査課 趙哲済

総務課 吉岡智子 調査課 小田木富慈美

事業企画課長 平田洋司 調査課 藤原啓史

事業企画主幹 消水和明 調査課保存科学室長 藤田浩明

事業企画課 高橋工 調査課保存科学室 山本茜
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旧職員一覧(2025年3月現在）

【総務課】

阿部三千年

小堀栄二

吉田泰子

小山佳余子

萩野兼司

真砂裕子

栂井千壽雄

中西敏光

日浦典子

井上照子

岡村政義

喜多1敷史
吉見典恭

高東宏

辰巳毅

小川公一

戸田達夫

上葉忠雄

小泉嶺

宮崎靖彦

小林敦子

大西徹

中島道彰

中島佐多子

神吉弘視

辻野正彦

福田由裕

杉山幸彦

安田秀雄

稲井弘治

深江恵子

白木秀治

松浦洋一

工藤紘美

中川守一

杉本義一

西ロ一男

消水伸子

山本忠義

木岡消

松下透

川北直生

川上那三

竹本史郎

山川方子

井上由理

鹿野千夏子

大西さゆみ

吉田直紀

徳井喜代治

中里有紀

柏原和子

福井一良

水上幸展

田畑農喜

中西仁茂

北野昌紀

山本和憔

世良純一

井上美砂子

羽澤愛

北村久美栄

［調査課】

木原克司

中尾芳治

八木久榮

中川信作

永島暉臣揃

森毅

藤田幸夫

松尾信裕

宮本佐知子

植木久

京嶋党

鈴木秀典

黒田炭一

伊藤純

田中消美

高井健司

櫻井久之

田中秀和

鶴田真佐子

山崎栄

窟山直人

西畑佳恵

内田好昭

加茂恵

伊藤幸司

金村浩一

上垣幸徳

佐賀和美

佐藤隆

松本啓子

上野裕子

鈴木京子

前田勝己

平井和

松本百合子

消水ひかる

中村拙司

久保和士

大成可乃

島羽正剛

筒井史

瀬尾兵由美

細川宜質子

豆谷浩之

宮本康治

寺井誠

辻美紀

謁居信子

杉本厚典

古市晃

池田研

小倉徹也

李賜浩

村元健一

絹川一徳

川村紀子

文殊省三

市川創

森下其企

田村唯史

松浦暢昌

長山雅一

赤松佳奈

岩本正二

尾上実

吉田悠歩

谷崎仁美

櫻田小百合

田中裕子

東郷加奈子

渡邊晴香

桑原武志

白井耕太郎

白川靖祐

野田優人

平山裕之

鈴木七奈

島買聡

橋本稔

奥山質

岡本さら

浅田洋輔

和田亮平

飯田其理子
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皿． 埋蔵文化財 の 調査事業

1. 調査事業

大阪市には難波宮跡、大坂城跡、大坂城下町跡、長原逍跡など周知された埋蔵文化財の包蔵地が数多く分

布している（図2)。これらの包蔵地で土木工事等を行う場合、実施者が大阪市教育委員会と事前に協議を行い、

埋蔵文化財を保隈していくうえでの必要な措骰を講じることとなっている。

当協会では、埋蔵文化財の残存状況を確認するための試掘調査や、各種の土木・建築工事等に伴う発掘調

査を行ってきた。試掘・確認調査を含めると1979年度以降に当協会が実施した発掘調査は2,740件で、調査面

梢は855,281面であった（表l）。このほか、 1979年～2002年までに当協会が行った立会調査は10,095件にの

ぼる。大阪市の面積が225.33k面であるから、当協会が調査した面積は市域の約0.4％となる。これまでに調査

した面梢では長原追跡や瓜破辿跡などが位置する平野区が最も広く約31万mで（一部東住吉区を含む）、大坂
城跡や大坂城下町跡、難波宮跡を有する中央区が約25万面でこれに次ぐ（一部天王寺区を含む）。また、当協

会で辿跡記号を付して発掘調査を行った逍跡数は、試掘・確認調査を含めて合計212遺跡にのぼる。

図lに発掘調査面梢・受託金額・受託件数の推移を示す。発掘調査面積・件数は1980年代に最も多く、

1990年代以降は徐々に減少し、 2000年代前半を境として2000年代後半には再び増加に転じた。 2010• 2011 

年度にピークを迎えると2014• 2015年度にはいったん激減し、その後再び増加に転じたのち現在に至る。発

掘調査l件当たりの調査面積は全体平均で316mであり、建物が密集する市街地を中心に発掘調査を実施して

きた当協会の特徴的な姿を表している。なお、発掘調査受託金額は1990年代に急増しているが、これは長原

東部地区区画整理事業に伴う発掘調査で計上した土留工事の経骰を、受託総額に含むことによるとみられる。

200,CXXl 

180,CXXl 

160,CXXl 

140,CXXl 

120.CXXl'~~”＿一—-ヽ·--

100,CXXl 

80,CXXll ー・～~ ー］／発掘，瓦五憂詞金額

60,CXXl 

40,CXXl 

20,CXXl 

゜
0
0
5
0
0
 

~••9rん←ん•~•二 ．一？ーー·····~ -•····· •• •••••••• ~• ~-~~~• ・・~ ················~ヽ——•••••9

発掘，凋在件数（立会・試掘を除く）
／‘~~一 ・^・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・̂.... ．、～・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

図1 発掘調査面積•発掘調査件数および発掘調査受託金額の推移
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呂／一

図2 大阪市の遺跡地図（大阪府地図情報システム埋蔵文化財包蔵地分布図より作成）
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表 1 発掘調査一覧

I 

I 
i □1 

I I 

吋I<屈北1丁目所在遺跡 l 2240001 1 l ： ； !- 6冽 4 悶
-ilt屈北3丁目所在遣跡 i i l l l()() 3 
ー津尻城跡伝承地 MT I 1 蒻601 l 福島区

麟 3丁目所在遺跡 NI i l 海老江逍跡・海老江lT-I I 
野／：北2丁目所在遺跡 NV i 1 220i 11 2201目所在遺跡 EE 2 1.336 2 1ふ36

田川3丁目所在辿跡 TF I 1 印鷺洲5丁目所在逍跡 ＇ 1万□」2IO I 2IO 
十一東遺跡 濯 I 71 野田城跡伝承地 NO ←--- 407 7 432 
十八条辿跡伺B地点 J 1 1 福島蔵屋敷跡・1J]B地点・ • 1 邸9 3 239 
西中島辿跡・同C地点 2 同C地点 3 1 
西中島4丁目所在遺跡 | I WN I 2lOO型iI 二li 1 福島 1丁日所在遺跡 FK「3 1,341 2 2,9501 5 4凶11

西中島7丁目所在逍跡・ I I 2 福島5丁目所在逍跡 1 468 1 468 
恒1B地点 福島7丁目所在ill跡 1 150 1 150 
西淀川区 西区 l 

姫里辿跡 I I I 1 2101 11 阿B地点 ED 
竹島遺跡 I TK I I 1 1001 1 江戸堀蔵困敷跡

旭区 京町堀2丁目所在遺跡 KF

太子橋遺跡 □] 1 100 1 100江之子島蔵屈敷跡 EK ” 

翡殿遺跡 1 100 1 100新町2丁目所在遺跡 SC 
邸殿5丁目所在逍跡 ＿ 1 72 1 72 ff]光寺1日境内遺跡 WK 

高殿7丁目所在遺跡 1 306 1 17,306 、10160 北堀江3丁目所在遺跡 BH 

冑生江座3醗Tll MS 93 15,302 18 938 8 □閾且 恥諮蔵屈敷跡 I、IA
所在追跡 IQ 1 1 千代崎3丁目所在逍跡・

千代崎蔵困敷跡 CY 
4 1293土佐堀1丁目所在逍跡・

3 132 1目012所丁在I]遺所跡在遺跡・同3丁 TL 

2 69 靱本町1丁目所在逍跡 UT 
1 12浪速区
1 100下寺辿跡 I ' 

恵災ク／i瑣跡

RI y I I 5(J)船／1¥遺跡
4 515大国逍跡

1 16地点
稲荷遺跡

=ii悶攣畠
1 1,519 i良月P↓ii伐判が

2 324 I l l20 浪述元町辿跡・[9iIB地点

1 い璧 難波貝hi辿跡
l 難波御蔵跡

1 1106 75 日本橋東辿跡
2 胄川逍跡

島辿跡

5 445凍成区

1 24図I'本逍跡

竺聞II逍r璧i瞑＿ 4 3.676 1大今91！遺跡 •I99IB 地点
j I 22'I生野区
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東住吉区

三
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NG：長原遺跡

OS:大坂城跡

曲：難波宮跡（大坂1威跡
・大坂城下町跡含）

知

392 

OJ:大坂城下町跡
および同辺遺跡）

MS:森小路遺跡

YM:山之内遺跡

UR:瓜破遺跡・瓜破北

遺跡ほか

KM:加芙遺跡・
加美正党寺遥跡

HN：平野環濠都市遺跡

•平野野堂逍跡
ST：四天王寺旧境内遺跡冒冒 36

NS:難波京朱雀大路跡

1
3
8
9
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MN：南住吉遥跡
・殿辻遺跡

TJ：天神橋逍跡

sz:崇禅寺遺跡
・同E地点

MR：森の宮遺跡
・大坂城跡

ND:難波大道跡

SK：摂津国分寺跡

DS ：堂ケ芝廃寺・堂ケ
芝2丁目所在逍跡

OR：退里小野遥跡

HS・ NX c 

広島藩蔵屋敷跡

KL：苅田4丁目所在逍跡
・苅田9丁目所在遺跡

調査件数

.127応3

198,958 

FK：福島蔵艮敷跡、福島
1 • 5 • 7丁目所在遺跡

冒璽 45

匿冒 39

璽ぁ

冒冒 34

瓢32
KR：喜連東遺跡・ 圃3()

喜連東B地点所在逍跡

AS:阿倍野筋北・南遺跡i
（同B地点含I 冒|28
SD細贔覧讐｝ 璽27

l 
NX ：中之島蔵圧敷跡、 匿125
中之島3~6丁目所在追跡 I

l 

TN：天満本願寺跡 置122

冒21

直19

眉16

冒16RJ：伶人町逍跡
（茶臼山古墳）

MH: 宮原追跨•宮原3 •日 15
4丁目所在退跡

5

4

3

1

 

1

1

1

1

 

目

日

m

,

'

SP:三宝寺跡伝承地・ 日11
同C地点• D地点

WA：西淡路1丁目所在 ’" 
逍跡・同B地点・同E地点

SM：住吉大社境内逍跡 'll 

。

IO 

100 200 

259 

300 知

NG：長原追跡

NW：難波宮跡（大坂城跡
・大坂城下町跡含）

OS：大坂城跡

UR：瓜破追跡・瓜破北逍跡 1 | 45,801 

YM：山之内遺跡

KM:加英遺跡
•加芙正箕寺退跡

KR：喜連京逍跡・喜迪策
B地点所在逍跡

OJ:大坂城下町跡およひ
周辺追跡

NX:中之島蔵屋敷跡、

中之島3~6丁目所在造跡

一23,827
i 

冒璽冒 21,669

匿 17,401

HS・ NX：広島藩蔵屋敷跡冒冒 13,225

璽目 12,916

I 
璽’",647
i 

瓢 11,380
| 
冒目 10,796

MN:南住吉遥跡・殿辻遺跡璽j10,025 

SD:細工谷追跡・同B地点璽 9,899

AS:阿倍野筋北・ ロ7,780
南辺跡（同B地点含）

Fk ：福島蔵屋敷跡、 冒6,148
福昴1• 5 • 7丁目所在造跡

冒5．犯9

MR：森の宮追跡・大坂城跡眉 5,564

冒5,288

冒5,264

KL：苅田4丁目所在逍跡 14,954 
・苅田9丁目所在迫跡 ， 
KR ：喜連西追跡・同C地点 9 4.926 

• E地点所在造跡 ． 

9 4.500 

’“33 

MH:宮原退跡・宮原3・ 4 I 4,226 
丁目所在遺跡 ： 
OC:大深町迫跡・同B地点 '3,676

TS:翌崎追跡 1 3.278 
・豊埼3丁目所在追跡

HN：平野環深都市遥跡 '3,254 
•平野野堂遺跡 ， 

MS:森小路遥跡

OR：遠里小野遺跡

KW:桑津遺跡・狗川

1丁目所在追跡

UH:上本町遺跡・
上本町4• 9丁目追跡

YT：矢田遺跡

ST：四天王寺旧境内遺跡

NS：灘波京朱在大路跡

DB：住友網吹所

OU：大坂魚市坦跡

（大坂城下町跡）

KZ：加島造跡

KC：北河堀町所在追跡

TN：天満本阿寺跡

調査面積（m）

| 1 郎，976

| | 39,OO3 

| 1 34,021 

| | 25 980 

, 3. 1 4 1 

IQ sz:祟禅寺造跡・同E地点 13.074

, 3,033 

：．~・

゜
50,00J 100,00J 150,000 

図3 調査件数10件以上・調査面積3,000rrl以上の遺跡



2.保存科学事業

当協会では、 36年にわたり保存科学事業を実施してきた。出土追物の保存処理にとどまらず、多岐にわた

る事業を展聞してきたので、以下にその概要を紺介する。

く保存科学事業の胚史＞

文化財協会発足当時、保存科学担当職貝は配iilj:されていなかった。大阪市域において発掘調査で見つかっ

た質重な追物を後枇に伝えていくことを目的に、 1988年にはじめて保存科学担当職員が配樅された。具体的

な業務としては、発掘現場で見つかった脆弱辿物の取り上げから保管に至るまでの科学的調査、保存処理を

進めてきた。）JIlえて、地）瞥の堆栢状況や辿構そのものを記録、保存するために剥ぎ取り転写、型取りなども

行なってきた。

1990年には保存科学室が設岡され、必要な設備を段階的に整備して追物の保存処理を行なってきた。 1997

年にはエックス線透過画像撮影装置、 2004年には木製品保存処理専用設備等を導入するなど、事業遂行能力

を高めてきた。 1990年代以降は、大阪市内においても発掘調査件数が増加していたため、保存処理を必要と

する辿物の椛も増大し、保存処理婿もそれに伴って増大した。これまでの保存処理登録賽料給数は2万点弱

に及ぶ。また、 2001年の大阪歴史1専物館開館に伴い、前期難波宮追構の現地保存や館蔵品の科学的調査、保

存修復、館内の環壕調査等にも携わってきた。

戦員体制については、 1991年以降、正職員1名、嘱託職員 1名と数名の補助員という体制で業務を行なって

きた。 2013年には正職員が1名増員された。嘱託職員については、期限付きの契約という制約があるため入

れ替わりはあったが、基本的には正職員プラス嘱託職員という体制を30年近く細続してきた。

また、大阪市域出土辿物の保存処理だけでなく、 1994年から2023年までは全国各地から委託を受け、出土

辿物の調査分析、保存処理等の受託事業を展開してきた。受託事業は単なる収益事業ではなく、同じ埋文調

査機関として事業協力という位慨づけで、各機関からの依頼に対して柔軟に対応してきた。総受託件数は421

件にのぽり、この中には、我が国の胚史を紐解くうえで重要な賢料が多数含まれている。

木製品の保存処理

く出土文化財の保存処理＞

大阪市内で発掘調査を行なう

と、土器をはじめ、金属製品、

木製品、漆製品、繊維類、骨類

など多種多様な追物が出土す

る。これらをそのままにしてお

くと、どのような材質であって

も劣化が進行し、費料としての

価値を失っていく。中でも金属

製品や木製品は傷むスビードが

速く、出土後はすみやかに保存

処理をおこなう必要がある。

出土金属製品については、そ

のほとんどがサビで毅われてお

り、このサビの原囚となる酸素、

11 
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水分から迪ざけ、含まれている塩分は取り除き、傷んだ部分を強化することが、保存処理の目的となる。木

製品については、地中にあるIlijに元々含んでいる木の成分は流出し、換わって過剰な水分を含んだ状態で出

土する。この水分を不IlJ揺に蒸発させてしまうと、形状が変化し、賢料としての価1直を失うため、水分を安

定した物質に慨き換え、劣化の進行を止めることが、保存処理の目的となる。

保存科学事業で特箪すべきは、糖類を用いた出土木製品保存処理方法実用化について、研究・ IJfJ発を誰し

進め、実用化に成功したことであろう。当初はポリエチレングリコール含没処理法を採用していたが、 1996

年に作業時1lりが短く処理後の保管も容易なラクチトール含没処理法を、奈良県立樅原考古学研究所との共同

研究にて開発、実用化に成功した。その後、様々な条件の木製品に適応させるべく研究を重ね、より精度の

高い処理方法として確立することができた。 2008年からはトレハロースを用いた保存処理方法の開発に着手

し、実用化に成功している。この方法は、自然界にも存在しているトレハロースという糖質を木製品に没み

こませ、安定した結晶を得ることで形状を保つ方法である。一般的な木製品だけでなく、 トレハロースの特

性を活かすことで、これまで保存処理が困難とされてきた脆弱な有機質辿物等に対しても、容易に保存処理

ができるようになった。現在では国際学会でも認知されている処理方法となっており、今後も研究の進展が

望まれている。

世界的な潮流としてSDGsが叫ばれる中、同処理法はその開発目標に合致している。保存処理材料として

優れた安定性を持つトレハロースという糖を用い、処理方法として自由度が高く、低コスト化、省エネルギー

化を実現し、より多くの文化財を未来に伝えることに貢献してきたと言えよう。

く研究活動・国際貢献＞

埋蔵文化財保存処理における農富な経験と技術力、その研究成果等について、当協会では長きにわたりさ

まざまな場面で情報発信することに努めてきた。国内では、日本文化財科学会、文化財保存修復学会での研

究発表をはじめ、 トレハロース含没処理法研究会での研究発表や実技指導を梢極的に実施してきた。国外に

おいては、東アジア文化辿産保存国際学会や枇界博物館会談水浸出土文化財保存会議（ICOM-CCWOAM)で

の研究発表や、中国やモンゴルでの招待講派等を行なってきた。

その実績は国内外から高く評価されており、国内においては大学の非常勤講師として当協会の活動内容に

ついて若い世代への普及に努めてきた。また、海外からの要請については、特に現地での保存処理技術の移

転に梢極的に取り組んできた。具体的には、各国の発掘現場や保存処理施設において、現地スタッフに対し

て保存処理の最先端技術を伝授し、自らの手で保存処理を実施できるように支援してきた。また、当協会に

おいて実地研修を行ない、技術を

移転する機会を設けてきた。特に、

各国の気候条件や文化的背娯に配

慇した技術指導を行ない、現地に

適した保存手法を確立することに

力を注いだ。具体的には、これま

でに協力関係を構築してきた国々

には、韓国、中国、モンゴル、タイ、

ロシア等がある。

（藤田浩明）



11 

3. 発掘調査報告書の刊行

発掘調査後に出土迎物・図而・写襄を整理し、調査成果をまとめた発掘調査報告書を刊行した。刊行した

発掘調査報告苫は設立以来のべ282ITTI• に上る（図 4 ・表 2)。刊行数は1990年代後半に増加し、 2011年度には

最も多い33冊を刊行した。なかでも発刊が通刊でlOilllを超えた報告書には、『長原辿跡発掘調査報告』 (30IIIt)、

『長原・瓜破辿跡発掘調査報告』 (201111•) 、『長原追跡東部地区発掘調査報告』 (16111}) 、『難波宮址の研究』 (23111}) 、

『大坂城跡』 (21 ill•) があり、各遺跡の全体像を把握するうえの基礎費料として大いに活用されてきた。

このほかに平野区では加美辿跡や瓜破．瓜破北逍跡、喜連西遺跡、住吉区では山之内辿跡・南住吉辿跡、

天王寺区・中央区では上本町追跡や大坂城下町跡、北区周辺では天満本願寺跡のほか、福島・中之島・広島

蒲などの蔵屋敷跡の報告書がシリーズ化された。これらについてはPDF化し、今後、奈良文化財研究所が述

営する『全国追跡報告総覧』に掲載する予定である。そのほか、 2002年に朝鮮・日本石造物に関する報告書を

刊行した。さらに、 2025年には『難波宮発掘70年史』を刊行した。また、これらに加え大阪市教育委員会との

共同編染で、『大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』シリーズを計58冊刊行している（表3)。

35 ··し····~^“
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25 

20 

15...・●~●.．·・

0

-

0

0

0

0

-

5-05~05 
3

-

3

2

2

1

-

100 
10・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・IV"I・ 

l]. "冗心置’ii:.Ill数.i.・.1..l1l1... 1.•1··1•·1r1.. 1... 11・ 1・・11h」血じl; 
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図4 報告書作成受託金額と刊行数の変化

表 2-1 刊行した発掘調査報告書一覧(50音順）
， 
I ― 

---- i 
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表
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1 大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調在報岩書•(2017)第2分冊 2019 I 
•一―- -------___-~ ----—ー！
1大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査汁糾噴(2018)第1分冊 2020 ！ 

大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調在報告苫(2018)第2分1冊 2020 

大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘揺Ift報告許(2019) 12021 
一 ～一一心心

大阪市内jII！蔵文化財包蔵地発掲訊1在報岩許(2020) 12022 ---------~―-
大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調在報阻It(20211 12023 

大阪市内肌蔵文化財包蔵地発掘湖在恨告書(20221 ! 2024 --- -- ---------------大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書•120231 ]20あ
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4. 資料の保管

発掘調査で出土した埋蔵文化財は、報告書に掲載した追物を中心に平野区長吉出戸の大阪市埋蔵文化財収

蔵倉庫に保管し、これ以外の辿物については大正区鶴浜収蔵庫（旧鶴浜小学校）および難波宮大極殿地下収蔵

庫に保管している。また、木器・金属器などの特別な処置が必要な追物については、東淀川調査事務所内の

空調設備を持った特別収蔵庫において保管している。 2024年度時点で、埋蔵文化財の保管コンテナ数は約 5

万3千箱にのぽる。実測図原図・写真などの各種調査記録は、上記の収蔵庫のほか、東淀川調査事務所で保

管している。また、撮影委託した写真、璽要辿跡・辿物の写真は東淀川調査事務所で一元的に保管・管理を

している。なお、 2025年4月1日より、これらの資料はすべて大阪市教育委員会に移管する。

5.現地説明会などの開催

とくに重要な成果があった発掘調査については、市民を対象とした現地説明会や近隣住民を対象とした現

地公開を適宜開催した（表4)。1999年度以降は58回、のべ43.546名の参加を得た。なかでも2014年3月に実

施した大坂城跡の現地説明会では10,700名もの来場があった。発足以来の現地説明会・現地公開の累計は124

回に上る。 2016年度以降は特別史跡大坂城の発掘調査以外は報道発表が中心となった。

（小田木富慈美）

表4 1999年度以降に実施した現地説明会・現地公開一覧

開催日 遺跡名および調査次数 参加人数1

1999.10.23 難波宮跡発掘調査(NW99-12次） 200 

2000.11.5 難波宮跡発掘調査(NW00-11次） 3,0001 

2001.2.4 
広島藩大坂蔵屋敷跡発掘調査 500 
(HSOO-1次）

2001.8.5 
広島藩大坂蔵屋敷跡発掘調査

100 
(HSOl-1次）

2001.1.10 難波宮跡発掘調査(NWOI-5次） 900 
-1.11 

2007.3.10 i1特(0別S0史6跡-大8坂次城）跡発掘調究

2007.3.17 長原辿跡発掘調査(NG06-3 • 4次） 450 

12007. 9.29 迪(O里R小07野-辿2跡次発）掘調査 I 190 
2007.10.20 '瓜破辿跡発掘調査(UR07-I次）

言2007.10.20 瓜破北辿跡発掘調査(UR07-2次）

2007囀10.27 阿(A倍S0野7筋-北I遺次跡）発掘調壺

2007.12.8 難波宮跡発掘調査(NW07-2次）

2002.9.14 
苅田4丁目所在遺跡発掘調査 300 
(KLOZ-1次）

2002.10.20 長原遺跡発掘調査(NG02-I次） 226 

2002.11.3 
難波宮跡発掘調査（現楊公開）

900 
(NW02-8次）

2008.3.15 瓜破北追跡発掘調在(UR07-3次） 740 

2008.12.23 難波宮跡発掘調査(NW08-2次） 208 

2009.3.14 難波宮跡発掘調査(NWOS-3次） I 202 

2009.9.17 難(N波S0京9朱-雀1大次路）跡（現地見学会） 約50I' 

2002.11.30 難波宮跡発掘調査(NWOZ-8次） 196 2010. l.10 難波宮跡発掘調査(NW09-2次） 453 

2003.3. I 
荘厳浄土寺境内逍跡発掘調査 40 
(SG02-1次）

2003.5.11 長原逍跡発掘調在(NG02-8次） 200 

2010.10.16 難波宮跡発掘調査(NW!0-4次） I 約600

2011.1.22 I難波宮跡発掘調査(NWI0-6次） 約200

2011.3.5 大坂城跡発掘調在（0S10-12次） 約1,500
2003.6.29 南住吉逍跡発掘調査(MN02-6次） 60 

2003.9.27 長原遺跡発掘調査(NG03-5次） 350 '2011.12.24 現難波地宮公跡耕I発掘調査(NW!l-2次） 250 
I 

2004.1.23 大坂城跡発掘調査(0S03-13次） 130 2011.12.24 I大坂城跡発掘調査(0S11-10次） 約1,300

2004.1.24 長原遺跡発掘調査(NG03-6次） 350 2012.3.24 大坂城跡発掘謂査(0S11-16次） 100 

2004.3.7 難波宮跡発掘調査(NW03-8次） 120 

2005.1.19 
福島l丁目所在逍跡発掘調査 40 
(FK04-I • 2次）

2005.3.13 難波宮跡発掘調査(NW04-I次） 120 

2005.3.13 I難波宮跡発掘調査(NW04-4次） 40 

2006.2.15 
特別史跡大坂城跡発掘調査 350 
(0S05-1次）

2006.2.24 
住吉大社培内迫跡発掘調査 Ii ~ 9699| (SM05-1次）

2006.5.1 遠里小野逍跡発掘調査(OR05-1次）

2006.8.31 
苅田4丁目所在遺跡発掘調査
(KL06-1次）現地公I}il

2006.9.16 細工谷遺跡発掘調査（S006-1次） 180 

2006.9.23 難波宮跡発掘調査(NW06-2次） 約3001' 

2006.10.27 
天満本願寺跡発掘調査（現地公l}}])

210 
(TN06-1次）

2006.lLlS 難波宮跡発掘調査(NW05-9次） 628 

2006.12.23 難披宮跡発掘調査(NW06-3次） 300, 

2013.9.12 大坂城跡発掘瀾査(0513-ll次） I 3,600 -9.22 
2014.1.11 難波宮跡発掘調壺(N¥'113-12次） 630i ' 

2014.3.7 大坂城跡発掘調査(0S13-38次） 10,700 
-3.9 

2014.5.9 (N中X之l島3蔵-屈l次敷）跡発掘調査 480, 

2014.10.3 大現坂地城公跡1111発掘調在(0S14-4次）
-10.5 
2015.10.31 大現坂楊城一跡般発公掘開l調査(0S15-4次）
-11.1 
2016.2.6- 大現坂場城一跡般発公掘1}!l調壺0S15-4次）
2.7 
2016.12.3 l難i皮宮跡発掘，JIJ査(NW15-l次）
2021.2.9 大

一坂般城公跡発掘調査(0S20-1次） ： | 25・-2.21 IHJ 
2021.2.22 大邸坂金城応跡邸発者掘公調Ii/I在(0S20-1次）
-2.23 

2021.12.24 山大之阪内市逍立跡大学発掘内教謂1貝t(・Y学M生21限-定l次）



w．博物館受託および指定管理事業

2001年11月に聞館した大阪歴史t専物館は、大阪市立博物館の新館である「大阪市立新博物館」と難波宮の遺

跡博物館である「考古骰料センター」双方の構想を統合したものである。当協会では1993年から考古資料セン

ターの基本計画策定に参画をはじめたことを皮切りに、建設準備室に職員を派辿して常設展示の基本構想に

参画するとともに、 2001年5月に博物館の管理運営を受託して以降、協会固有職員の学芸員 6名が博物館学

芸業務に従事することとなった。以来、常設展示の「難波宮の時代」 (lOF)、「歴史を掘る」 (8F)を運営する

とともに、大阪市内の発掘調査賽料を活用した特別展を企画、開催した。

ほかに、師年の発掘調査成果の速報展である特巣展示『新発見！なにわの考古学』展などの展覧会事業、講

派会『大阪の胚史を掘る』や『金曜歴史講座』、『考古学入門講座』などの教育普及事業を恒例として開催した。

また、市内小学校と連携した「難波宮体験発掘」を2013年度まで継続して行うなど、博物館事業の活性に努めた。

2006年4月に大阪市の博物館美術館の運営に指定管理者制度が導入され、当協会は大阪歴史博物館と大阪

市立自然史博物館の指定管理者となった。

さらに2010年4月からは大阪市立東洋陶磁美術館の指定管理者であった財団法人大阪市美術振興協会と当

協会が統合し、博物館・美術館の管理代行は、上記2館のほか大阪市立美術館・大阪市立東洋陶磁美術館・

大阪城天守閣の計5館となった。

（以上、『30年のあゆみ』より引用）

その結果、法人の事業内容の多くが博物館・美術館に関係することとなったため、法人名称を「財団法人大

阪市博物館協会」へ、埋蔵文化財調査事業を行う部門（文化財研究部）を法人内の附属機関「大阪文化財研究所」

（所長：長山雅一）へ改めた。このような2001年からの組織改編により、埋蔵文化財の調査研究団体として出

発した「大阪市文化財協会」は、大阪市の博物館群と同一法人となって広範な社会への教育普及事業を担う立

場に位置づけられることとなった。

2012年には財団法人に関する法改正により、大阪府の認定を受けて「公益財団法人大阪市博物館協会」と改

称し、 2015年からは大阪城天守閣を除いた4館の指定管理者として引き続き大阪市の博物館，美術館の管理

代行を行った。

一方で、指定管理制度には年限があり、長・中期的な組織運営や事業計画にも影靱を及ぽすとして、以前

から大阪市は博物館群の地方独立行政法人化を目指して総務省と折衝を続け、 2013年10月に総務大臣から地

方独立行政法人施行令の改正にかかる通知が出され、地独法人の業務のうち「公共的な施設の設置及び管理」

として博物館・美術館などが追加された。これによって大阪市は博物館，美術館を管理運営する団体として

地方独立行政法人の設置を正式な方針と定めたが、総務省が追加した業務には埋蔵文化財調査事業は含まれ

なかった。そのため、 2019年4月に博物館，美術館は大阪市博物館協会から分離・独立して「地方独立行政法

人大阪市博物館機構」となり、大阪文化財研究所は単独で埋蔵文化財調査事業に専従することとなった。なお

かつ、地独法人への公益目的取得財産残額の贈与のため、公益財団法人から一般財団法人となって、名称を「一

般財団法人大阪市文化財協会」へと変更した。

博物館・美術館とは別の法人となったが、その後も長年にわたって各種調査研究，教育普及事業で協働し

た実鎖を活かすため、大阪市博物館機構とは協定を締結し、協会保管の文化財にかかる資料の貸借，展示、

調査研究、教育普及、保存科学などの各事業で博物館・美術館との連挑を深めてきた。

（消水和明）

11 
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V.教育普及事業

1. 文化財情報『葦火』の刊行

大阪市内の文化財情報誌として1986年に創刊した『郊火』は、 2025年 1月に39巻216号で終刊を迎えた。掲

載した追跡数は市内100箇所以上で、時代も多岐にわたっている（表5)。特報すべき発掘調査の成果を市民に

表5 『葦火jに掲載した遺跡と掲載数

東淀川区

小松4丁I]所在追跡 ］ 

三宝寺跡伝承地 2 

下新庄辿跡

西淡路l丁目所在逍跡 2 

柴島城椎定地

淀川区

/Jll島遺跡

西中島遺跡 l 

西中島7丁目所在辿跡B地点］

宮原追跡 2 

窟光寺樟内遺跡 l 

旭区

高殿7丁目所在遺跡 2 

森小路辿跡 9 

都畠区

斜1島町辿跡 l 

榎並城跡伝承地（城東区含） l 

北区

大深111]遺跡 ， 
佐質瑞蔵屈敷跡 7 

高松藩蔵屋敷跡 3 

茶屋町遺跡 2 

天神橋辿跡 3 

天満橋l丁目所在逍跡C地点 l

天満本朔寺跡 ］0 

党島蔵屋敷跡C地点 ］ 

同心町辿跡 2 

既崎遺跡

既崎神社111内逍跡 l 

長柄西辿跡B地点 ］ 

神山町追跡 l 

天満］丁1:1所在遺跡

中崎町辿跡

島取藩蔵屋敷跡 4 

＇巾之島 6丁目所在追跡 2 

中之島（久留米藩）蔵屈放跡 5

中之島蔵困敷跡 II 

野崎町所在辿跡 2 

］戌羅紺品1,,,,)汝脱亦

広島藩蔵屋敷跡 ］4 

福島区

海老江辿跡

福島 1丁l]所在遺跡（常島蔵聞麿） 7 

札i/,,}品g1；；が放跳；BJ也、9.'i、 1 

野田城跡伝承地

中央区

上本町辿跡 7 

大坂城跡 113 

大坂城下町跡（含、安供寺跡） 64

瓦困町辿跡 3 

住友銅吹所跡 5 

難波宮跡 102 

日本柑翁l丁目所在追跡 2 

馬喰町遺跡

東心齋橋 l丁目所在辿跡

東心斎橋1丁tl所在逍跡C地点 l 

森の宮追跡 13 

西区

京町堀2丁目所在辿跡 2 

千代崎3丁目所在追跡 l 

靱本町 l丁目所在辿跡B地点 l

浪速区

恵美須辿跡

浪述東逍跡 2 

浪述元町遺跡 3 

船出辿跡 2 

天王寺区

生玉町追跡 1 

上本町遺跡 3 

上本町南遺跡 2 

北河堀町l丁目所在辿跡 l 

北河堀町所在辿跡2

細工谷遺跡 9 

宰相山辿跡 6 

四天王寺ll]壌内 9 

茶臼山古瑣（追跡） 3

舟It波京朱雀大路跡2

伶人町追跡 2 

生野区

生野東辿跡

勝山遺跡

中川追跡

西成区

岸ノ児辿跡

天下茶松追跡

阿倍野区

阿伯寺跡 3 

I;iiJ1部ザ区北部

阿倍野筋追跡 4 

阿倍野筋北遺跡 l 

1•11存阻f柏）jilii且的l、 l 

北畠公園逍跡

災r;7：I忍1追跡
住吉区

遠里小野辿跡 7 

苅田4丁1打l所在遺跡 3 

荘厳浄土寺J姦内追跡 3 

住吉行宮跡 4 

｛虹与ブ＜杜旧培内辿跡 l 

津守1泥寺

帝塚山東遺跡

南住吉辿跡 4 

山之内遺跡 8 

束住吉区

天災西追跡

杭全追跡

桑津辿跡 13 

洒君塚古瑣

住道寺跡 2 

田辺求之町追跡 l 

照ケ丘矢III辿跡 l 

矢田辿跡 2 

矢田遺跡C地点 l 

山坂辿跡

平野区

瓜破追跡（含、花塚山古瑣） 18

瓜破北辿跡 6 

加災辿跡 19 

}JIl美正'i'ふ寺遺跡 1 

亀井北遺跡 3 

喜述西遺跡 1 

荘連東辿跡 ， 
長原遺跡 124 

1呵ザJふけ翠tllrlTi虹拘「 2 

平野馬場遺跡

平野野痰追跡

枚方市枚｝i宿辿跡 l 

福島県 l 

長崎県松浦市膨島海底辿跡 3

韓国・中国・カンボジア 10 



伝える速報誌としての役割のほか、市内の埋蔵文化財のミニ展示コーナーを紹介したり、市内各所に保存さ

れている追構見学のための手引きとなるような連載コラムも掲載してきた。 2016年度以降は年6回の発行を

年4回へと改めるとともに、誌而をオールカラーに刷新した。

2. 普及図書の編集

当協会発行の刊行物以外に、協会学芸員が原稿を執箪、または執節の上編梨した普及図沓がある。

・『おおさか不思誠発見 辿跡が語る大阪のルーツ』 (2000年：財団法人大阪市教育振興公社編染発行）

・『なにわ考古学散歩』 (2007年：学生社発行、当協会編染）

・『大阪辿跡 出土品・追構は語るなにわ発掘物語』 (2008年：創元社発行、当協会編染）

・大阪日日新聞「おおさか考古学百景」2004年10月～2006年12月28日（師木曜日） 計8部／116回

・『おおさか上町台地の歴史散歩』 (2014年：なにわ活性化実行委員会発行、当協会編巣）

3. ホームページ等の運用

当協会では1999年度にホームページを聞設し、 2015年にこれを刷新した。また、同年には公式Facebook

の運用を聞始した。 2025年1月末までのホームページ総閲買数は886,826件で、 Facebookのフォロワー数は

1,076名にのぽる。また、 2012~2017年度に文化庁補助金事業で開設した「なにわまナビガイド」は、上町台

地を中心にスポットごとに地図と連動させながら情報を検索できるWebサイトで、のべ30,315件のアクセス

があり、文化財や追跡見学に活用された。

4. 資料の貸出・提供

当協会は発掘調査によって得られた埋蔵文化財を保管し、調査や

整理作業中に作成した図面，写真資料を所有している。文化財の場

合は教育委員会の了承のもと、それらに対する外部からの借用や使用

申請に応じた。 1998年度までの貸出，提供件数は、合計958件であっ

た。それ以降、2009年度までは11年間で合計957件と倍近くになった。

2010年度以降は、 2015年度をピークに減少に転じたものの、 2023年

度までの13年間で1,062件の貸出，提供を行った。発足以降の件数は

2,977件にのぽる。年度別の内訳は表6を参照されたい。

5.収蔵図書と利用者数

表6 2010年度以降の資料貸出数
保管資料 所蔵資料 小計

年度 （実物） （写真・図） （件）
出品件数 提供件数

2010 19 79 98 
2011 24 58 82 
2012 17 52 69 
2013 22 74 96 
2014 20 80 100 
2015 33 82 !15 
2016 11 72 83 
2017 13 57 70 
2018 6 47 53 
2019 5 55 60 
2020 6 68 74 
2021 5 52 57 
2022 7 50 57 
2023 1 47 48 
合計 189 873 1062 

当協会が所有する図書は、埋蔵文化財発掘調査報告書、文化財を中心とする学術関連図書、研究紀要、一

般図書など、 2025年 1 月末現在で登録数約99,500illl• になる。これ以外に日本で定期刊行された文化財や歴史

関係の雑誌は約13.700冊、総数約113.200111}である。これらは海外も含む全国の諸機関・個人から寄贈された

もの、および当協会でJllり入したもので、とくに、中国および朝鮮半島の歴史に関する糊籍が多い（中国：図書

約2.5501111・・雑誌約600冊／朝鮮半島：図書約2.950lllr・雑誌約450111})。これらの図書は当協会の盛んな海外

交流の結果、集梢されてきたもので、当職貝のみならず、他の研究機関および大学関係者から個人研究者まで、

l|liii広い層の方々に利用されてきた。当協会の解散に伴い、韓国で発刊された以外の蔵書を一括して韓国嶺南

文化追産研究院に寄贈することが決まり、 2024年12月に韓国大邸市にて寄贈式を行った（次頁写襄）。研究院

11 
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は今後、韓国での日本の歴史研究に賓するために広く公開を進める計画

である。また、韓国発刊図書は、大阪歴史博物館と大阪公立大に寄贈す

る予定である。

6. 展示

協会設立以降は、例年過去1年間の発掘調査成果を展示し、「大阪の歴

史を掘る」講派会を18回にわたり実施した。この展示と講涼会は、 2001

年11月に大阪歴史博物館が開館したことで、以後、常設展示「難波宮の時

代」・「歴史を掘る」として開催場所を同館内へ移すこととなった。同館で

は年に 1回の特集展示「新発見！なにわの考古学」展・「大阪の胚史を掘る」

韓国での図書寄贈式 講涼会を2024年まで継続して行った。また、大阪市埋蔵文化財収蔵展示

室（長原調査事務所内： 1999~2010年）および難波宮跡資料展示室（難波宮調査事務所内： ～2024年）で発掘調

査成果を公開し、大阪府立弥生文化博物館および近つ飛烏博物館との共催による「発掘速報展大阪」も開催し

た。そのほか、大阪市内の公共施設、学校施設、民間の企業・大型巣合住宅などでの常設展示「街角ミュージ

アム」を行った（表7）。また、市民団体による区民ギャラリーなどでの短期間展示への協力も行った。

表7 街角ミュージアム(2025年3月末時点）

募 施設名 所在区 逍 跡 内 容 悶 見学
旭科室区民センター郷土資 旭区 森小路遺跡 弥生時代～古瑣時代の石器、土器、江谷氏寄贈の土器、瓦等 109 

゜労（エ働ル会•館お展お翌コーナー
か）

中央区 大坂城跡 近世の陶磁器、木hii、飾り瓦節 40 

゜忍筐会館ピロティール 中央区 森の宮逍跡 縄文時代の貝、竹類、人骨、土器類～近世の金箔瓦等 89 

生野区役所 生野区 御勝山古瑣 勝山逍跡出土縄文土器と御勝山古墳出土埴輪 28 

゜， 阿倍野区民センター 阿区倍野 阿倍野筋遺跡・阿倍寺跡 縄文の石器、古瑣時代の土器、阿倍寺出土軒瓦 60 

゜平野区画整理記念会館 東区住吉 長ほ原か・瓜破北・桑津遺跡 長原、瓜破遺跡出土の旧石器～古瑣時代の石器、土器等 142 

゜瓜破会館 平野区 瓜破逍跡 弥生時代～中世の石器、大型石包丁、土器、輸入陶磁器等 I 123 
平野区民センター 平野区 長原・1JII美逍跡ほか 縄等文と時馬野代氏～寄近1世,・iiの質陶料磁器、屈ij廻り古瑣出土埴輪のレプリカ 144 

゜大阪市立クラフトパー 平野区 長原遺跡 縄文時代～近世まで土器を中心に床下展示 ！ I ！ 74 

゜
ク

現境局平野工場 平野区 長原逍跡・瓜破遺跡 旧石器～古瑣時代の石器・土器・埴輪等

I 42 ］ 平野区役所 平野区 平野環濠都市逍跡ほか 古代～近世の土器、陶磁器、銭貨 I n 
太融寺本坊ロビー 北区 安蛉寺跡推定地 安暴寺跡推定地出土の土tili器、瓦器、中国製磁器と土錘 I 26 1 
味の素株式会社 北区 中之島蔵屋敷跡 琉球産徳利、小倉産飴壺、伊万里碗 I 3 
扶桑薬品工業株式会社 中央区 大坂城下町跡 近世（既臣時代）の茶陶 19 
社大日本住友製薬株式会 中央区 大坂城下町跡 近他の陶磁器、海（似の甲羅・カモシカの角等の薬関係賢料 25 

蘭塁

平野町小池ピル 中央区 1大坂城下町跡 一括埋納された近世陶磁 8 
船場ミッドキュープ 中央区 大坂城下町跡 古瑣時代の土師器と土錘、近枇の陶磁器 8 

゜くすりの道修町資料館 中央区 大坂城下町跡 近逍物l!l:の陶磁器、i茶椀、下駄、魚名の木節、手鉤等の道修町出土 お

゜デイーグランセ上町台
中央区 難波宮跡・大坂城跡 万菜仮名文木Oilのレプリカと 19仔tI t •1iiiiili/焼陶器 3 ハイレジデンス

特ロ別ー菱ス設老人ホーム 西成区 天下茶屋逍跡 飯蛸壺、土錘 13 

責、i心ービア阿倍聾峻磐通りマン ン
阿区倍野 阿倍寺跡 I古代～巾世の瓦、I淘磁器、瓦質土器等 15 

追手門学院小学校 中央区 大坂城跡 I近世陶磁器、木製品、金箔瓦等

悶塁
我ム（ア孫）ピ子ナ南ン中ミ学ュ校ージア 住吉区 山之内逍跡ほか 旧石器～巾世の土器、石器的とナウマンゾウの足跡

大阪公立大学 住吉区 山之内遺跡 弥生時代～中他の土器•石器・瓦・鋳造1及1;直逍物等

加美東小学校 平野区 加美遺跡

川辺小学校 平野区 長原遺跡 古瑣時代の須忠器、埴輪～中世の土器等



7.講演会等の開催および各機関との連携

長原調査事務所での「文化財講涼会」 (1990~2001年）、「東アジアの歴史を探る」 (1991~2001年：全15

回）は大阪歴史博物館の聞館に伴って終了した。これ以降は大阪歴史博物館と共催で講渡会や連続講座を数多

く開他した。なかでも「金II｛祁歴史講座」は2002~2022年、のべ185回にわたって行われ、 22,196名が参加した。

設立初期より絋続した「大阪の歴史を掘る講油会」 (1983~2024年）は一年間の発掘調査成果を公表する場で

あり、 2002年以降は師年、大阪歴史博物館の特染展示「新発見！なにわの考古学」にあわせて開催された。こ

のほか、歴博と共催で「考古学入門講座」 (2002~2018年）、なにわの日講横会(2017~2024年）を行った。また、

栂物館群との同一法人として「8on連続講座（2012年から「ミュージアム連続講座」）」に、博物館群・大阪市立

大学との連挑による「博学連携講座」・「博学連携シンポジウム・講演会」等の共催事業に参加し、 2019年度に

大阪市博物館機構が設立されて以降も同機構および市立大学(2022年から大阪公立大学）とそれぞれ包括連携

協定を締結してこれらの連携事業を継続した。

8.全国埋蔵文化財法人連絡協議会との連携

当協会では1980年の全国埋蔵文化財連絡協談会設立以来、同会主催の活動に参加してきた。 2008年度から

は、協識会の近畿プロックの法人が連携し、 9月～11月の 3ヶ月間で、各団体が計画した展示・講演会・講座、

辿跡公開などの教育普及事業を共同で広報・宣伝する催しを毎年開催した。共同のホームページやチラシを

活用し、各参加団体を巡るスタンプラリーを開催することで市民の関心を高め、多くの参加者を得た。また、

中核行事として「関西・考古学の日記念講横会」を実施し、 2016・2024年の講派を大阪歴史博物館で開催した。

9.地域団体との連携

当協会では公共団体が開催する定期講瀬会や連続講座への企画や講師派遣を積極的に行った。なかでも（財）

平野区画整理記念会館「住民大学講座」への講師派遣は1983年から2023年まで続いた。このほか、（財）大阪市

教育振興公社「いちょう大学」 (2002~2014)や大阪市立住吉人権文化センター講座（2006~2009）、ミュージ

アム連続講座(2012~2024)、市民交流センターすみよし北講座(2010~2015)、阿倍野区地域協働学習プロ

グラム事業「阿倍野区歴史講座」 (2005~2007）、平野区誌出版記念連続講座(2005~2012)および後続事業の

平野区歴史講座(2013~2016)などの企画や講師派述を行った。

10.学校との連携

1999年度から2013年度まで難波宮跡にて小学校を対象とした体験発掘事業を実施し、のべ134校、 9.387名

の参加を得た（表8)。また、 2010年度には中学校の職業体験を受け入れ、 2校15名の参加があった。 2014• 

2015年度には「教員のための博物館の日」へ参加し、合計388名の参加を得た。 2016年度からは大阪府立高校

や市立小学校など府内学校の難波宮調査事務所展示室公開・難波宮公園解説を実施し、 2023年度までに27校、

616名の参加があった。

表8 難波宮跡体験発掘・展示室見学への参加校・参加者数（1999~2023年度）

翡
年度 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 合計

校数 10 7 10 15 ， 13 11 11 6 6 6 ， 7 6 8 134 
発
参人J奴叫掘 636 467 688 900 620 977 952 828 449 460 409 652 537 362 450 9,387 

： 年度 2014 2015 2016 2017 2018 
2019 2020 2021 2022 2023 

校数 6 7 5 3 I 2 2 1 
*2014・ 喫は教員のための博物館の日ワー
クショッ

霜 300 88 131 117 131 77 11 56 44 49 

12 
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11.各種のイベントとの連携等

1995年以降、市民団体や地域連挑の一環として、下記のようなイベントに共1枇または協力した。なかでも、

大阪市内の市民ボランティア団体に呼び掛けて1#l始された「なにわの宮リレーウォーク」は2011~2013年度に

大阪脱史博物館と共同で獲得した文化庁補助金事業の一部として始まり、その後も各地区の団体や特定非営

利活動法人との共佃事業として2024年まで継続した。このほか、 1983年から1999年まで「中国・韓国歴史辿

産の旅」の企画に協力、職員を講師として派逍した。これらの旅行は総計20回をこえ、大阪の歴史を語るうえ

で欠かせない東アジアの諸辿跡に市民を案内するとともに、現地の研究者との交流を深める機会となった。

．帷波宮フェスティバル(1995~2001)

・中央区民まつり (1999~2024)

•生涯学習フェスティバル (1999~2004)

•関西ミュージアムメッセ (2000)

•長原ふれあい祭り (2002~2010)

・古代市(2003~2024)

・大阪自然史フェスティバル(2002• 2003 • 2005) 

・7月28日（なにわ）の日は難波宮フェスタ！

(2007~2016) 

・難波宮アクションペインティング(2005~2011)

•なにわの宮リレーウォーク (2011~2024)

・大阪あきない祭り (2010~2012)

・ガールスカウトボランティア消掃

・祈りの難波宮 キャンドルナイト (2011• 2012) 

•なにわ活性化事業報告会・パネル展示 (2013)

・「新発見！平野の考古学展」展示解説・出戸収蔵廊公餅1(2014)

・「広岡浅子」朝ドラのヒロインゆかりの地を歩く (2015)

（小田木富慈美）

表9 2010~2023年度に実施した講演会・講座・シンポジウムおよび講師派遣等

1年度 適用 項目 I 
金1r/i胚史晶座シリーズ l I 

（歴溝ii博t座) 共 金II屈歴史講座シリーズ2 I 
金111,！朕史講座シリーズ3 I 
学大散阪歴歩」史博物館［考古学入11,]j「なにわ考古 I

（歴ぷiI博t崩) 共
大阪の歴史を打ilる2010 I 

シンポ
坊る『シ談］ン観ポ難ージ波」ウ京ム復大元阪一上新llff発台見地！か古ら代都の市橋をと考条え l 1 1 

ジウム
（科研）
る『シ2ンポ寺ジ社ウとム中大枇阪都上市町一台京地都か・1ら専都多市・大を坂考一えj 

2010 
i→ 野区誌：出版記念鍔晶讐（その71「わがiち平野区その たを学ぶ」

（辿講講画師・座） 企派

大に阪わ考市古立学市民散交歩流」センターすみよし北「な

大の脱阪市史教と脊考振古典学公」社 いちょう大学「大阪

阿倍野区脱史，溝座

平学野か区ら画見整た理石記造物念会の館脱史住」民大学講座 「考古

儡賃おおさかを爪るー最新発掘調査の成果（近つ飛島博物館 i119) 

その他講悶畠への講師冑且 （住吉人権文化
センター など） 11

金lII':11長史，，蒻座シリーズ l

金lIli血史溝座シリーズ2

金l1乱歴史，溝座シリーズ3
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平野区画盤理記念会館住民大学講座「難波 1 I 560 
講座 の古代史」企画・講師派逍 (H31.l.25• 3.1) 
|(,9昴師脈
1逍） NPO法人大阪ユネスコ協会「大阪の始まり 2 I 60 
Iを知る」連続講座講師①・②

1 1,l嘩人民共和国・揚州t/i物館「楚・淡王朝
！の漆の保存と研究に関するシンポジウムJ I 3 I 240 

その他 1（保存科学成果公表）

その他講i斑会への晶師派造 I 3 I oo 

:1轟胄ロニ／ いI竺I
嘉柑； なにわの日議i崩会

191ぷ巳言塁胃靡胃麟峰雷言翡ぶ
研究会 「大阪中心部における 5~17世紀の治水・

！ 三」水防辿構と都市形成過程の研究」

I シンポシンポジウム「河内鋳物師の実像に迫る」(t>!i:I
ジウム・学連11じ）

l I 242 

"/Ii座（高
師派述）

や屈史，［iIi座」連続，溝座講師①・②

lw杏！i忍史研究会 梅IIIで学ぶ月II屈，，蒻座「特
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VI．国際交流事業

1.韓国・財団法人嶺南文化遺産研究院との国際交流事業

（財）徹南文化辿産研究院（旧名：徹南文化財研究院）は、慶尚北道大邸広域市に本拠を粧＜埋蔵文化財（韓国

では文化辿産と呼称）の調査・研究機関で、韓国の財団調査組織の草分けである。設立は1994年で、その後、続々

と同種の財団がつくられ、韓国では発掘調査の主体が財団法人となった。

当協会は1999年12月、嶺南文化辿産研究院（以下、「嶺南」と略）と姉妹関係を締結し、①職員の相互派追．

交流、②研究課題の共同推進、③研究会及びシンポジウムの相互支援、④梢報及び学術出版物の交換、⑤そ

の他、両機関の学術活動の支援、以上の5点を柱に交流することとした。

①職員の相互派逍では、当協会から「嶺南」に長期研修3回(1名3週間）、短期研修1回(3名1週間）、「徹

南」から当協会へ短期研修4回（各々 3名）を実施した。当協会からの長期研修では韓国の発掘現場で実地に調

査する貴重な経験などが、各人の調査研究の飛躍に役立った。一方、「嶺南」から当協会へ研修に来た人々は、

以降、研究院の院長など、各組織の枢要なポストに就いている。研修以外でも、理事長・所長・院長の交代

時や他の機会を利用して訪問を交わしてきた。

計画の②③では、 2009年12月、交流10周年を記念したシンポジウム「古代嶺南と大阪の出会い」が国立大邸

栂物館で開催され、両機関の職員が研究発表を行った。また2016

年12月には「嶺南」の第21回招請講派会、 2024年12月には「嶺南」聞

院30周年記念シンポジウム「発掘法人時代30年韓国考古学の懸案

と課題」において大阪側が発表した。両機関の交流関係は、各人の

科学研究般による研究などの窓口としで恒常的に役立っており、

大阪市学芸員等共同研究「韓日初期農耕の比較研究」 (2002年10月）

ではシンポジウム（大邸市慶北大学校）・現地検討会（密l湯市）で「嶺

南」の大きな支援を受けた。

④情報及び学術出版物の交換は、双方の発掘報告害など、日常

的に行い、交流関係を通して、韓国の埋蔵文化財調査・保護の制

度整備のための日本の事例調査の窓

ロに当協会がなったこともあった。

両機関の交流関係は永島暉臣懺．

李白圭両氏の交誼に端を発してお

り、この25年間、日本と韓国におけ

るもっとも信頼できるパートナーと

して友惜を育み、双方が有形・無形

の恩恵を受けてきた。

2025年3月の解散に当り、当協会

の所蔵図書約10万冊を「嶺南」に寄贈

することになり、 2024年12月16日

の「嶺南」llfl院30周年の記念式典で寄

贈式が執り行われ、韓国の新聞各紙

嶺南文化遺産研究院との
交流10周年記念シンポジウム
(2009年12月19日）

で報道された。

（南秀雄）

嶺南文化遺産研究院開院30周年記念シンポジウム
「韓国考古学の懸案と課題」開催のファイティン！ 1
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2. その他の国際交流事業

1979年6月設立以米、大阪市文化財協会（以下、当協会）には海外から多くの研究者、学生が訪れ、国際交

流を深めた。当初10年1l}]の記録は乏しいが、 1989~2024年度に限ると、発掘現場・施設視察、調査参加、共

同研究、研修、講油などのために15カ国から94名（延べ106人）が諒れた。とりわけ1990年代は頻繁であった（図

5)。訪問者の内訳は多い順に、i愧国33、モンゴル17、英国15、中国7、カナダ6、フランス4、米国・ロシ

ア2で、アイスランド、アイルランド、スウェーデン、ノルウェー、フィンランド、スイス、オーストラリア、

ペルーがそれぞれ 1である（図 6)。ただし、韓国からの来訪者は「日常的な」光最として、記録に及ばず、ま

た時に十放名規摸の団体で訪問される場合もあり、実態は数字を遥かに上回る。

海外から当協会への米訪者は、その目的、内容から、①韓国・中国の研究者、②欧米を中心とする研究者、

③欧米の学生・大学院生、④保存科学担当者、と大きく 4者に分けられる。

①の韓国・中国の研究者は、最も多い。なかでも韓国とは、朝鮮考古学を専門とする永島暉臣阻氏との繋がり、

大阪府文化財センターが1990年度から2006年度まで実施した考古学国際交流研究会による招聘との連携など

で、大阪はしばしば日韓の考古学研究の舞台、交流の拠点となった。この初期の日韓の交流を象徴するイベ

ントは、 1989年7月の大阪市制100周年・当協会設立10周年記念国際シンポジウム「古代船の時代ー 5枇紀の

大阪と東アジアー」である。韓国からは金元肌先生、金基雄先生が登培した。設立20周年記念国際講演会『東

アジア考古学最新事I•1,i 秦始畠帝から韓、倭ま
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図5 海外からの来訪者受け入れ数推移
(1989~2024年度）

で』では李白圭先生が講演し、こうした日韓の間

断なき交流は1999年12月、（財）嶺南文化財研究

院（現：嶺南文化追産研究院）との学術協定に結

実した。

②の欧米を中心とする研究者との交流は、当

協会職員の個人的な繋がり、知日考古学者から

の依頼もあるが、 90年代の大半は奈良国立文化

/
4
 

じ
し
誓

夕

図6 協会来訪者の活動国とその人数（1989~2024年度の判明分のみ）



財研究所への招聘と関わる。同研

究所の松井章氏、大阪府文化財セ

ンターの福岡澄男氏、当協会の永

島氏のホットラインで、大阪の発

掘調査現場、整理作業、保存科学

などの視察、時に講油会のI甘li枇が

計圃された。

③は奈良国立文化財研究所が

1996 • 1997年度に実施した「外国

人研修」に参加したカナダ・マギ

ル大学の学生をはじめ、十数名に

なる。②とは異なり、考古学・人

類学を勉強中の青年であり、そ

のほとんどが初めての日本生活。

期間は数週間から数ヶ月に及び、
世界考古学会議中間会語大阪大会（2006年1月12~15日）

ホームステイをはじめ、生活全般の支援が必要な場合もあった。発掘調査にボランティア参加できる状況は、

今も日本には乏しく、一部の大学を除けば、当協会は海外からの考古学者の卵が日本の発掘調査、考古学に

触れることができる数少ない機関であった。

②と③の欧米研究者、学生との交流経験が大きな形となったのが、当協会が大会事務局を務め、 2006年1月

に大阪歴史博物館で開催された世界考古学会議中間会議大阪大会（実行委員長：金関恕）であった。世界27カ

国の国・地域から367名が参加し、200本の研究報告が行われ、国内で開催された最大規模の国際考古学会となっ

た（右上写真）。この大会の経験は10年後の2016年、 80カ国から1.600名が参加したWAC-8京都大会に生か

された。なお、英語に関して、当協会が出版する報告書・紀要には、英文目次、また必要に応じて、英文要

約が掲載されている。基本、出版物のすべてはネイテイプ・スピーカーの校正を受けているが、遅滞なく円

滑に進められたのは、これらの国際交流で培われた強力なサポート体制のおかげである。韓国語、中国語に

ついても同様で、 2001年11月聞館した大阪歴史博物館の四カ国語表記にも即応し、博物館の国際化にも活か

された。

④保存科学室における国際交流は、本誌「保存科学事業」にみられるように、 トレハロース含没処理法の実

用化を機に2010年代後半から、モンゴルを中心に、韓国、中国、タイ、ロシアなど急速かつ大きく拡がり、

近年の当協会における最大の国際交流活動となっている。

以上のほか、割愛したが、 1983年度から1995年度の「中国歴史追産の旅」、当協会職員の海外における調壺

研究、招聘・招待講涼など、彼の地での交流も上記に加わり、あらためて「国際性」が当協会の大きな特質の

一つであったことが再確認できる。

(I]il l寸 II券1子）

※当協会を，，｝jれた海外研究者・学生の梢報、活動の詳希［［［については、岡村勝行2024「大阪市文化財協会と［手］隊交流」『大

阪市文化財論集1l』、 371-378、(-1甘）大阪市文化財協会、を参照されたい。
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VlI.研究活動

1.論集・研究紀要の発行

当協会では1994年に『大阪市文化財論集』を発行したのち、 1998年に職員の研究活動の一環として『大阪市

文化財協会研究紀要』を創刊し、以来師年 l-Ilf}を刊行した。このうち、第 2 号•第 4 号は在職中に夭折した鈴

木秀典・久保和士氏の追悼号であり、職員以外からも多くの執喩があった。 2002~2010年までは大阪歴史栂

物館と共同で『研究紀要』を刊行した。この間の刊行分を併せて研究紀要は通刊で25号を発行し、『大阪市文化

財論巣 I• ll』を含めると掲載論文数は136、研究ノート64、翻訳13、報告・紹介22、その他4となった（表

10:協会職員以外の執節を含む）。

．／1-

表10 論集・研究紀要の発行状況

!:i I ;論文］ 9汽 翻，"I雑告 I紹介その他
--------+-------
861 1 16 

□三1ロロロ□9]二二三、1t分

2.大学・その他機関等からの講師・委員等の応嘱

当協会は各種文化財の調査研究を行うため、考古学以外に地質学・保存科学・文献史学・建築史学の専門

知識を持った学芸貝を配しており、大学やその他各機関から講師や導1"]委員のなどの委嘱があった場合、こ

れに応じてきた。また、国内外の埋蔵文化財調在機関から発掘調査や保存処理に関する指導を求められるこ

とも多く、随時派逍を行った。



3.競争的研究資金の獲得

2001年に当協会は、文部科学省による科学研究骰助成事業を申請できる研究機関に認定された。翌2002

年から2009年度までに承認された研究は合計37件で、獲得した研究骰は合計1低1,754万円であった。また、

2010年度～2023年度までに承認された研究は分担者となったものを含めて66件、執行した研究骰は 1位1,446

万円であった（表11）。このほか、 2012年度には（公財）福武財団から助成金を獲得した。科学研究骰助成事業

の交付を受けた研究のうち、当協会職員が研究代表者で複数の職員が研究分担者となり実施した代表的な研

究には、『東アジアにおける難波宮と古代難波の国際的性格に関する総合研究』（基盤研究B:2006~2010年度）、

『大阪上町台地の総合的研究』（基盤研究A:2009~2013年度）がある。

二／三：：：：：：：］：口：口：：1|ロロロ
4.共同研究員制度

当協会は2019年度に再び名称を大阪市文化財協会に戻して以降、中期計画にかかる取り組みとして、共同

研究員制度を設けた。 2021年度以降、発掘調査現場や報告書作成で必要となった考古学・古代史・建築史・

動物考古学・形質人類学・植物学・地質（堆梢）学・測批学の研究者と連挑して研究を進め、研究結果を報告

書に反映した。登録数は、 2021年度が6分野9名、 2022年度は8分野13名、 2023年度は7分野12名であった。

（小田木富慈美）
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